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本ミーティングでは、2023年12月期第2四半期の業績について説明いたします。
下期の取り組み等の説明は、8月9日(水)開催の決算説明会のスクリプトをご覧ください。

参考：2023年12月期第2四半期オンライン決算説明会説明要旨
https://corp.earth.jp/jp/ir/library/financial-report/pdf/23_2Q_Webinar_script.pdf
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売上高は903.2億円です。対前年では1.1％の増収となりましたが、計画に対してはマイナス3.4％
と若干の未達となりました。営業利益は、99億2,000万円で対前年は83％、計画に対しては
92％とマイナス8％となりました。
前年に対しては、増収・営業減益となる一方、計画に対しては売り上げ、利益とも下回っている状況
です。下期の取り組みにより、通期業績見通しに対するビハインド分をリカバーしていくのは可能な範
囲と考えています。
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こちらは営業利益の四半期ごと、また四半期累計の進捗です。

当初から4～6月の第2四半期の利益計画は前年を下回る想定でした。この4~6月のQ2は計画に
対して約19億円ぐらいの未達といった状況です。今後、Q3、Q4と下期以降は、原材料価格高騰の
影響は緩やかになることを想定しています。こうしたこともあり、Q3以降の今後赤字幅は緩やかになっ
ていくことを想定しています。
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前年同期比で営業利益の変動要因をグラフで表したものです。

上の赤の点線で囲んでいるところをご覧ください。対前年で原材料価格の高騰の影響は約17億
5,000万円ありました。これに対しては、虫ケア用品を中心にこの春から行っている価格改定施策に
よって十分にカバーができたという結果が出ております。
一方で、価格改定をした製品を除く製品群で売り上げ構成が変化したこと、各種販管費の増加がこ
の2Qの利益を少し圧迫しているといった状況です。
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計画比で営業利益の変動要因をグラフで表したものです。

先ほど、原材料価格高騰の影響額は、17.5億円と申し上げましたが、これは概ね計画どおりです。
高騰している内容について、多少の変動はありますが、トータルではほぼ計画どおりといった水準です。
また、先ほど23億円の効果があったというように申し上げた価格改定は、残念ながら対計画では少し
未達となっています。価格の上昇という点では問題なく実施できていますが、これに伴う数量が若干、
計画を割り込んでいます。数量は、計画に対して93％程度となり、5億6,000万円の未達の要因と
なっています。
あとは、売上構成の変化等もあります。アースノーマット等の収益性の高い当社の主力の製品群が計
画に対して少し未達となってしまったことが、営業利益計画の108億円に満たなかった要因と考えてい
ます。
費用については概ね計画の範囲内で進捗しておりますので、こちらについては特段の問題はないもの
とみております。
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部門別売上高の状況です。

虫ケア用品は、国内は前年を上回っており、海外でもASEANを中心に着実に成長をしています。た
だ計画に対しては、国内において若干下回っている状況です。これについては後ほど説明いたします。
入浴剤、その他日用品は、減収・計画割れとなっています。理由は、新型コロナ感染症が5類に移
行したということもあり、巣ごもり需要というのが徐々に剥落していることやマスクの着用習慣が無くなっ
てきているためと考えています。
一番右の総合環境衛生事業は、年間契約のビジネスで契約獲得が順調に進んでおり、増収を達
成しています。



国内の虫ケア用品の状況です。

6月末までのマーケットの状況は前年並みの水準で、100.3％という市場動向でした。これは、4月な
いし5月あたりが少し昨年を下回るような厳しめの推移でスタートしましたが、6月に入り復調してきた
ため、このような結果になっています。ちなみに直近7月末までの状況は、すでに100％を上回る推移
となっています。昨年のこの時期が非常に低い気温であったことや、雨が多く、低調な市場動向との対
比ですので、喜ぶことではありませんが、足元では非常に好調な状況です。

サブカテゴリーごとでは、ハエ・蚊用のアースノーマット、虫よけ用品が前年を下回る一方で、ゴキブリ用
や不快害虫用が市場の伸びを引っ張っています。

右上のグラフは、計画に対しての売り上げの増減要因を示しております。一番上の新製品は、当初
想定よりも売上が9億円弱の未達になっています。計画の立て方に若干の強さがありますが、期末に
向けて、計画を達成するべく進めてまいります。3番目の「価格改定：数量」についてです。虫ケア用
品の価格改定品では4億5,000万円ほどの数量減の影響を受けています。一方、その他の既存品
では計画を上回る進捗を見せていますので、トータルで考えれば少し計画には足りていませんが、7月
以降に取り返すことのできるレベルと考えております。
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国内の入浴剤の状況です。

6月末のマーケットの状況は93％でマイナス7ポイントです。マーケットシェアについても、当社グループ
は45.1％と、高いシェアはいただいていますが、対前年ではマイナス2ポイントといった状況になっていま
す。
コロナ禍に伴った需要の盛り上がりが一段落していることが影響していると考えています。そのため、
対前年ではマーケットが少し落ち込んでいるような状況になっています。しかし、実際はコロナ前の
2019年のマーケットと比較すると大きく上回っているような状況です。少し長いスパンでの市場動向は
悪くないと見ています。
サブカテゴリーの状況です。当社グループが主力で扱っているバスクリン・バスロマンのような粉剤、温泡
のような錠剤、きき湯のような粒剤が、軒並み前年を下回っている一方で、いわゆるエンジョイ系といっ
たお子さま向けの商材がマーケットでは伸長しています。新製品の動向や基幹商品の動向を記載し
ていますが、まさにこういった状況がマーケット全体で起こっています。
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原価の状況です。

第1四半期の時点からも説明している内容になっています。当初から年間で25億円の影響額を想定
しています。弊社のビジネスでは影響額が上期に偏重します。そのため、第2四半期の時点ではもとも
と17～18億円の影響を想定しておりました。先ほどのとおり、ここについては概ね想定どおりです。
上昇している原価の内容は、原料、容器・包材、外注に出している加工費です。この辺りがおしなべ
てプラスになっている状況です。
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販管費の状況です。

数値は記載の通りです。広告宣伝費や研究開発費の期ズレもありますが、予算の範囲内となってい
ます。2Q時点では計画に対して12億3,000万円の未執行となっています。
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海外の状況についてです。

タイ・ベトナム中心に順調に成長しています。一方で、中国が少し販売不振といった状況です。特に
当社はECの売上比率が高いこともあり、ECチャネル自体が少し不調であることの影響を受けています。
海外トータルでは、原材料価格の高騰の影響は落ち着いています。かつ、海外での価格改定も加味
して、収益性は高まっています。しかしながら、先に申し上げたとおり中国の販売不振というのが影響し
て、2Q時点では単純合算での営業利益率は低下しています。

（補足）
一般的には、中国での販売チャネル別に比率は、リアル70%、EC30%となっています。一方、アース
製薬の中国事業における販売チャネル別に比率は、リアル30%、EC70%となっています。



以上で説明を終わります。
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